
平成２９年住民基本台帳人口移動報告（年報）について 

平成３０年２月２日 総合政策部地域創生局 

 

１．北海道の転出超過数 

 

 

２．道外から北海道への転入者数        ３．道外への転出者数 

 

 

４．転入超過の市町村 

 

 

【転入超過市町村における主な取組事例】 
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・北海道の転出超過数は、6,569人で、福

島県、兵庫県に次いで全国３位となり、

３年連続で改善。 

・道外からの転入者数は３年連続で増

加、道外への転出者数は２年連続で減少、

札幌市以外での転出者数の減少が大き

い。 

〇上士幌町…ふるさと納税を財源として、認定こども園の無償化や住宅の建設費補助など、子育てをしやす 

いまちづくりに力を入れており、20代から 40代の転入者が８割を占めている。 

〇沼 田 町…コンパクトタウン構想に取り組み、病院、福祉・商業施設などを街中に集約化し、住みやすさの 

向上に努めるなどして、転入超過につなげている。 

・転入超過の市町村数は 28市町村となり、

３年連続で増加 
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